
～校長室から 洛東生の皆さんへ～ 

令和２年８月２１日（金）第１５号 

大胆不敵(ダイタンフテキ)         

 度胸があり、敵を敵とも思わないよ

うな、何事にもおそれず動じない様  

  ☆２学期開始！☆ 
  

 短い夏休みが終わり、長い２学期が始まりました。 

 さて、休み中に学習や家庭、または友達との人間関係で不安や悩みが生じた人、また、新 

学期を迎えるにあたって、心の揺れや身体の変調が起きている人がいるかもしれません。そ 

んなときは、決して一人で抱えず、誰かに打ち明けてほしいと思います。それにより、心が 

軽くなることがあります。 

 また、「逃げ道」を用意することは何も恥ずかしいことではありません。私などは、たく 

さん「逃げ道」を持っています。もちろん、決して逃げられないことはありますが、そんな 

ときでも「一時避難」をうまく使えるようになってほしいなぁと思っています。 

 また、友達を見て、「どうしたのかな？」と思うことがあれば、是非声をかけてあげてく 

ださい。 

  

 さて、この間、いくつかの部活動の試合の応援に行きましたが、どの部の皆さんも、学校 

で見かけるときとはひと味もふた味も違った姿で頑張っていて、とてもまぶしかったです。 

たくさん元気をもらいました。ありがとう。 

 試合やコンクールに挑むということは、多くのプレッシャーと戦うということです。高校 

生という年代にそういったことに本気で取り組むということは、仮に結果が思わしくなくと 

も必ず役立ちますので、根気よく続けて頑張ってほしいと思います。 

 また、進路に向けて補習や自習のために登校して頑張っている皆さんもみかけました。 

学習もすぐに結果が明確になるわけではないのでしんどいと感じることが多いと思いますが、 

自分が目指す道をしっかり決めて、投げ出さずにやり抜いてください。 

 何事もそうですが、一足飛びに結果や答えは出ません。たとえるなら、習字の時間に使う 

半紙を毎日一枚ずつ重ねていく、気の遠くなるような粘りが必要です。 

 すべて日常です。いつの日か本当に結果がほしいときに、日常がそのまま出るのです。そ 

のときになって慌てなくても良いように、準備を始めそしてそれを継続してください。 

理科棟最上階

の窓から山科が

一望できました。 
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　　の、HPより

♣ ハッと気づいたときが スタート！ ♣ 
 

 高校１年のときに仲良くしていた商業科の友人がいました。彼は暴走族に入っており、い

わゆる「ワル」でしたが、「悪いやつ」ではありませんでした。私は普通科、彼は商業科で

したので２年生からクラスが離れ少し疎遠になりました。しかし、顔を合わせれば話もし、

良い関係は続いていたものの、卒業後にお互いがどんな進路を選んだかなどを知ることはあ

りませんでした 

 私が大学１回生の頃偶然出会いました。何しろその時もまだ派手な暴走バイクにまたがり、

すぐにわかったのです。私に気づいた彼は、爆音バイクのスイッチを切り、「オオー、久し

ぶり！今、なにしてんねん？」 

「体育大学行ってな、体育の教員目指してるんや。そっちは？」 

「ごらんの通り、バイトしながらバイク乗り回してるんや！ハハ・・」 

それ以上たいした会話もなく、会う約束をするでもなく「またな。」と別れました。 

 それから何年、いや最低でも15年ほど経っていたでしょうか・・ある日の夜、私は普段

ほとんどしないパチンコ屋にいました。私の打っていた台はちょうど列の真ん中あたりで、

異なる機種との境目でした。そういった場所にはちょくちょく鏡のようなものがあり、隣で

打っている人の顔が映っています。何の気なしにその鏡に目が行き、映った顔を見るとどこ

かで見た顔です。オッサンにはなっています（お互い様）が、明らかにあの暴走族の彼です。

向こうも私の視線に気づき、次の瞬間鏡越しではなく互いに見合わせ・・「オオォー！」と。

近くに彼の会社があると言うことで、パチンコはそこそこにして向かいました。 

 大きな運送会社でした。すれ違う社員皆さんが、彼に最敬礼で「おはようございます。」

や「お疲れ様です。」と挨拶。『支店長室』に通されました。 

「お前、支店長？」 

「うん。コーヒーでええか？」 

「・・あ、あぁ・・いただくわ。」 

「いつやったか、俺がまだ暴走してたとき、会うたやろ？体育の先生目指してるって言うと

き。お前見て、俺、いつまでも何してるんやろって思ってな。必死で勉強し直して青学（青

山学院大学）行ったんや。ほんで今これや。まだまだ夢の途中やけど。もっと金持ちになる

でぇ。」 

 人生、どこでどんなになるかわかりません。元暴走族の大逆転。ハッと気づいたときに始

めるか始めないか。たったひとつの決断が人生を分けるのです。そして彼のスコアボードは

今も続いていることでしょう。 

 何秒で 

みつけられる

でしょうか？ 

 挑戦してく

ださいね。 

答えは載せませ

ん。 

見つかるまで探

してね！ 


